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日常生活日常生活COCO22情報提供ツール情報提供ツール22

試用版の概要について試用版の概要について



はじめに

情報提供ツール試用版は12/22から試験運用中情報提供ツ ル試用版は12/22から試験運用中

モデル事業のモニター200世帯と、委員の皆様に
ID/パスワ ドを配付し ご試用いただいているID/パスワードを配付し、ご試用いただいている

今回は以下の内容について説明する今回は以下の内容について説明する

1. 「見える化って何」、「ヒント集」の画面仕様

2 CO 排出量 削減量算出 考え方2. CO2排出量・削減量算出の考え方

3. 追加予定機能追加予定機能

4. 情報提供ツール評価アンケートについて

5 情報提供ツ ル スケジ ル
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5. 情報提供ツール スケジュール



情報提供ツール 全体構成

トップログイン 家計のみえーる入力 家計のみえーる結果

対策による排出量の変化

くらしのみえーる入力 くらしのみえーる結果

家電のみえーる入力 家計のみえーるとの比較結果家電のみえーる診断結果

初回アクセス時

世帯属性 入力
使い方

家電実測値の
みえーる

エコでおとくなヒント集

使い方 みえーる

登録情報の変更

見える化って何？

2



１． 「見える化って何」、「ヒント集」の画面仕様

「見える化って何？」目次ページ 画面仕様

「家庭部門でCO の排出を減らす「家庭部門でCO2の排出を減らす
のはなぜ？」「見える化って何？」
の2部構成1

目次ページからは各記事へのリン
クを表示

記事ページへのリンク
タイトルに対応した記事内容へのリンクです。
1
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１． 「見える化って何」、「ヒント集」の画面仕様

「見える化って何？」記事ページ 画面仕様

図と文章で家庭部門におけるCO21

削減意義と、CO2「見える化」につ
いて概説

詳細な情報等については関連サ詳細な情報等については関連サ
イトへリンク

目次ページへリンク
「見える化って何？」の目次へのリンクと、
1

ページ内の各記事へのリンクです。

2

関連リンク
詳細な情報等については
2
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関連サイトへのリンクを用意しています。



１． 「見える化って何」、「ヒント集」の画面仕様

「エコでおとくなヒント集一覧」画面仕様集 覧」画面仕様

CO 削減に限らず 環境負荷低減CO2削減に限らず、環境負荷低減
に係わるヒントを「すまい」「買い物」
「交通・移動」といったカテゴリごと
に表示に表示

詳細な情報等については関連サイ
トへリンク

1

トへリンク

ヒント集の項目は、トップページにア
クセスするたびランダムに表示

ヒント項目

読みたいヒント項目を選択します。
ヒントの具体的内容は画面右に表示されます

1

2 ヒントの具体的内容は画面右に表示されます。

出所・関連リンク

ヒント内容の出所が表示されます。
また詳細な情報等については関連サイトへの

2

2
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また詳細な情報等については関連サイトへの
リンクを用意しています。



2． CO2排出量・削減量算出の考え方

CO2排出量算出の考え方（光熱水費）

基本的にはCO2排出量は光熱費支出額か

2

［光熱水費のCO2排出量算出方法］

2排 光 費 額
ら算出する（使用量からの算出は今後検
討予定）

光熱水費単価は地域ごとに差が大きいた光熱水費単価は地域ごとに差が大きいた
め地域別に設定し、CO2排出係数は全国
一律とする

電気の排出係数は 中長期的な評価を考電気の排出係数は、中長期的な評価を考
慮し、 2004年～2008年の全電源の排
出係数の平均値 0.43を採用する

排出量の表示に当たっては、電力会社の
購入クレジット分を反映した場合の結果を
グラフに併記する

CO 排出量
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CO2排出量 ＝
支出額÷光熱水費単価×CO2排出係数

（地域別） （全国一律）



2． CO2排出量・削減量算出の考え方

CO2排出量算出の考え方（光熱水費以外）

家計簿として入力した金額に CO 排出

2

［光熱水費以外のCO2排出量算出方法］

家計簿として入力した金額に、 CO2排出
原単位を乗ずることで算出する

CO2排出原単位は「3EID原単位（2000年
購入者価格 ） を購入者価格ベース*1）」を用いる

大分類と詳細分類いずれからも入力でき
るが、両方入力された場合は詳細分類でるが、両方入力された場合は詳細分類で
の入力を優先して排出量を算出

カーボンオフセット商品によるオフセット量
を入力した場合 オフセットを反映したCOを入力した場合、オフセットを反映したCO2

排出量を表示する
*1）3EID原単位は2005年(完成版)が公開され次第修正予定

CO 排出量 ＝
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CO2排出量 ＝
支出額 ×CO2排出原単位

(3EID[2000年購入者価格ベース])



2． CO2排出量・削減量算出の考え方

「くらしのみえーる」 CO2排出量、削減量算出の考え方2

削減項目は、省エネルギーセンター「家庭の
省エネ大辞典」を中心に、各主体の公表する
省エネ行動と、その効果を引用して作成

ただし、出典ごとにCO2排出係数やエネルギただし、出典ごとにCO2排出係数や ネルギ
ー単価が異なるため削減効果の直接引用は
できない

そこで、各出典の公表するエネルギー削減量そこで、各出典の公表するエネルギ 削減量
を元に、CO2排出係数、エネルギー単価を統
一して効果を算出

削減分の電気の係数については利用者への削減分の電気の係数については利用者への
分かりやすさ及び中長期的な評価を考慮し、
原則前述の排出係数を用いる

CO 削減効果の評価に当たっては 限界電CO2削減効果の評価に当たっては、限界電
源係数*2を用いる考え方もあり、その場合
のCO2削減量を表示できるようにする

*2） 限界電源係数：短期的な電力需要変化に応じて供給調整を
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*2） 限界電源係数：短期的な電力需要変化に応じて供給調整を
行う電源による電力のCO2排出源単位



3．追加予定機能

「家電実測値のみえーる」入力画面

モデル事業で計測している家電
ごと 消費量を入力し推移をグ

実測家電のみえーる入力

ヘッダー

×□__

ごとの消費量を入力し推移をグ
ラフ化する機能

TV 冷蔵庫 エアコンの日別CO2

ッダ

データ入力 ２００９年12月分

結果グラフ入力

先月 1 2 TV、冷蔵庫、エアコンの日別CO2

排出量を毎日「見える化」するこ
とで、日々の行動によるCO2排
出量の増減を実感してもらえる

日付

12月1日

12月2日

12月3日

TV

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

冷蔵庫

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

エアコン

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

2

出量の増減を実感してもらえる

省エネナビのない一般世帯にお
いても、リアルタイム「見える化」

12月4日

12月5日

12月6日

12月7日

12月8日

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）k h

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）k h

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）k h いても、リアルタイム 見える化」
機能を持つ家電に日積算CO2排
出量が表示されていれば利用す
ることができる

12月8日

12月9日

12月10日

12月11日

12月12日

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh ることができる

データ登録

月

12月13日

12月14日

12月15日

（ ）

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）

（ ）kwh

（ ）kwh

（ ）kwh 先月分の入力へ1

電力量入力2
3
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フッター

デ タ登録 電力量入力2

データ登録3



3．追加予定機能

「家電実測値のみえーる」結果画面

実測家電のみえーる結果グラフ

ヘッダー

×□__

ヘッダ

2009年12月 日別データ

■CO 排出量（全て）
■日別
月別

期間選択

結果グラフ入力 3

412月 合計値TV■CO2排出量（全て）

500kg ■全て
TV
冷蔵庫
エアコン

月別

家電選択

1

412月 合計値

35kg

TV
冷蔵庫
エアコン

250kg

エアコン

1 結果グラフ

2 グラフの判例と実数表示

12/1 12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7 12/8 12/9 12/10 12/11 12/12

CO2排出量

2
2800g 3100g3400g3400g3400g3010g2070g 3400g 3100g 2700g 3040g 3010g

3 日別、月別の選択

4 家電の選択※数値はイメージ
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フッター



4．情報提供ツール評価アンケートについて

調査対象：モデル事業のモニター世帯（200サンプル）

調査時期：平成22年2月上旬

調査目的：ツ ル試用版についての意見・要望を収集し調査目的：ツール試用版についての意見・要望を収集し、
ツール改修のための参考意見として活用する

調査項目調査項目：

各機能の使い勝手： 入力方法の分かりやすさ/使い勝手、入力項目数の
適切さ 結果の分かりやすさ 利用頻度など適切さ、結果の分かりやすさ、利用頻度など

ツール全体について： 分かりにくい用語、良い/悪いと思う機能と理由、
追加して欲しい機能 CO 削減意識の変化など追加して欲しい機能、CO2削減意識の変化など

回答者属性について： 普段から家計簿をつけているか、インターネットの
利用頻度 日常的な環境意識 普段実施している
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利用頻度、日常的な環境意識、普段実施している
環境活動など



5．情報提供ツール スケジュール

平成21年 平成22年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ツール案の作成

平成21年 平成22年

ツール案の試験運用

ツール案の評価ツ ル案の評価
（アンケート調査）

ツール案の改修・確定
デ 事業計測結果 反映モデル事業計測結果の反映

2月初旬を目処に モデル事業世帯にツ ルの評価アンケ トを配付2月初旬を目処に、モデル事業世帯にツールの評価アンケートを配付

修正意見・要望等に基づき、平成22年3月末までにツール案を改修
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平成22年度より、一般に公開しての試験運用を開始予定


